
 

 

キエーロモニター事業の結果をお知らせします。 

家庭系可燃ゴミの約 3 割を占める生ごみ減量のため、消滅型生ごみ処理器「キエーロ」の実証実

験を行っています。モニターに当選された 15 世帯で約 2 か月間、キエーロを使用していただき

ました。モニターの皆様のアンケート結果をご紹介します。 
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アンケート結果 

      

キエーロモニター事業の結果について 

キエーロモニター事業 

モニター期間  

令和 6 年 7 月 19 日 ～ 2 か月間 

対象世帯数   

 15 世帯（1 人～6 人世帯） 

使ったキエーロ 衣装ケース型 

（衣装ケースを利用。製作費 5,000 円ほ

ど。 



 

 

問 7. 生ごみの分解が進むように工夫したことがあれば教えてください。 

（主な回答） 

 ・細かく砕いて入れた。 

 ・生では時間がかかることが分かり、できるだけ熱を加えた調理済みのものを入れる  

ようにした。 

 ・土と混ぜながら大きいのはスコップで崩すようにした。 

 ・日当たりの良い所へおく。（南側）          

    

 

 



問 12．衣装ケース型キエーロについて、気づいたこと・感想を記入してください。 

（主な意見） 

・キエーロの活用、コンポストの設置、空いた土地のある人は深い穴にゴミを埋めるなど、混

合利用してごみの減量化を行うことが良いと思う。 

・キエーロを試すことは減量化について考えるきっかけになることはたしか。まずは、小学校・

中学校・父兄で活用して、生活に取り入れたら効果はとても大きい。 

・ここまで生ごみが分解されるとは思わなかった。冬がどうなるか続けていきたい。 

・庭の雑草の量が多く、処分するのに困っていました。試しにキエーロを使用したが葉っぱは

すぐに分解したため分解しやすい生ごみで今後は続けたいと思います。 

・家の中を探せば衣装ケースがあるので誰でもできると思います。 

・たくさんの人に知ってもらい、少しでもゴミ減量に繋がればゴミも少なくなり悪臭等防げる

と思います。（特に夏） 

・人数の多い世帯は量も多く出るので細かく刻まなくてはならないし手間だと思ってしまう。 

・最初の方は毎日の様に入れていたが、来客が多い時は運んで入れるのが億劫になってしまっ

た。 

・分解するもの、分解しないものの区別が大変。 

・細かく切るのが大変です。 

 

 

使っていただいたモニターの方には、すこし手間があるとの意見もありましたが、ごみ減量の手

段としてはおおむね好評でした。 

 モニターをとおして、環境への意識が変わったとの意見もありました。 


